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932 微生物によ る cyclc （Giy−Leas）の 分解

く岡廴1』大 ・癈i》　○神崎 浩 、 水 謡 直樹 ， 三三蔆1和之，仁戸 田 照彦

鵬 的】愛ケ トピペ ラジン （DKP ，照状ジペ プチ ド｝類は天然に広く諭布 して いる にもか

かわ ら
’
蜜，その 分解代謝系の研究はぽとん どなされていない 。 籏た 9KP 分解酵素が取 樗

で きれば ， その 性質を 利用 して DKP 類の 酵 累合成が可能と考えられる 。 我々 はこれまで

に微生物 由來の 麗 P ガ 解酵素の 探索 を行い ， cycio　l獻 y−Leu）（OGL》資化性菌か ら， 無細

胞抽 出 液中 に C（荒 曾 解 活性 を示 す NM5 ・3 株を得た 。

1） さら に ，
　 CGL は CGLase と

嫐pe 麟 dase によ リジペ プチ ドを経て ア ミ ノ酸 に鎗 解されるこ とを明 らかに した。2｝本研

究で は ， これ らの酵素画葡について，さらに検討を加えた 。

匿方法 と結果］無細胞抽出液 を陰イオ ン交換クロ マ トグラ フ ィ嘱 こ供した と ころ 、 CGL
を分解 し構醜 ジペ プチ ドのみ を生 威 する CGLa瀰 と ジペ プチ ド蒼分 解する dipeptiCtase
が爾離された 。 この部劾精 製酵素につい て検討を加えた 。 CGLase はCGL 蝋 外に CGG 、

CA鍛も加水分解した。興味深い こ とに D・アミノ酸 を含む CGL ，　CAG をも加水分解し ， そ

の 活性は レ体 を含む鑾質 に勝 っ てい た 。 C（弛 に対する 編 値は 33　mM であ っ た ことか

ら DKP葡解鶴謝は葬鬻 扛進み にくい こ と ， またこの 最初の ステ ッ プが律速段階である と

纔測されだ 。…一布， eeipeptidase画分は （轟鑑
，
レ憊 を共に加 水分解 廴ノ だ1が，そのエ ナ ンチ

オマ 嘱 こはほとんど作用 しなか っ た 。
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